











藤典人先生（＝以下，「先生」と表記）は，戦後間もない 1946 年 12 月 23 日に，秋田県神岡町神宮
寺（現・大仙市）で，男3人兄弟の次男として誕生しました．よって，満70歳を迎えた2016年度末（2017







　1970 年 3 月に法政大学文学部地理学科を卒業され，それに続いて，同大学院人文科学研究科地理学
専攻修士課程，および同博士課程を修了された後，1975 年 4 月に研究助手となりました．その後，
1978 年 4 月に専任講師，1981 年 4 月に助教授，1986 年 4 月に教授と，法政大学一筋に奉職されました．




























　先生は助手時代の 3 年間，東京都立大学（当時）の矢澤大二先生（1915～1994 年．東京都立大学名
誉教授）の下へ通って，気候学に関する研鑽をさらに積みました．とりわけ，矢澤先生の崇高で厳格な
人間性と誠実な研究への姿勢は，それとなく先生に引き継がれ，「佐藤ゼミ」の指導生たちにも間接的
ながら多々，影響しているように瞥見されます．また，現代と違ってすべてが手作業の時代に，先生は
佐藤典人教授のご退職によせて
―‌2‌―
製図用具を手にして時間と労力を惜しまず，正確な作図を心掛けられていたようです．さらに，“学び
や研究の場に境界は存在しない”という信念に基づく先生自らの教育実践が，今日の「佐藤ゼミ」を，
学部生，通信教育部生，それに大学院生を分け隔てなく融合した学問的な議論の場へと導いております．
さらに加えて，社会に出てそれぞれの分野で活躍している卒業生を特別講師としてゼミに招くなど，学
生に対するキャリア教育もさり気なく重視していました．このような先生のスタンスには，終始，学生
に対して確固たる知識や技能を体得するのみならず，豊かな人間性を育んで醸成させることを念頭に入
れて，指導に臨む姿勢が窺われました．それに併せて間々，ゼミ生には『利他の精神』の重要性と，『悟
性』を発揮できる人間への成長を強く説いていました．
　また，先生は現場に足を運んで行なう小気候観測教育に特に力を注いでおられました。そのいくつか
を例示すれば，奥多摩湖畔での観測に始まり，群馬・下仁田での谷の小気候，妙高高原や信濃町古海盆
地，伊豆・大室山，八王子市や青梅市，今市（現・日光市），岩手・藪川地域，山形・最上町，愛媛・
大洲盆地などであります．とくに研究の必要性から実施する徹夜の気象観測の思い出は，個々の学生の
心に深く，かつ懐かしく刻まれていることと確信します．察するに，先生は小気候をテーマにした学生
の研究現場を，自ら視察することを常としていたようですから…．その一端として，先生の下で“日本
の局地風”をまとめられて博士号を取得した佐川正人氏（当時・院生）のフィールドであった北海道・
寿都地方や阿蘇カルデラでの現場視察が想起されます．
　先生が半世紀近く通われた市ヶ谷キャンパスを後にするこの時期，市ヶ谷校地の再開発工事が着実に
進捗し，かつての旧い校舎の面影が徐々に消えようとしています．それゆえ寂しさも一層，深まります
が，先生の教えは現在進行形で脈々と継続されて残っています．これから先生がどのような事柄に挑戦
していくのか楽しみにしておりますけれど，ひとまず，「“テンジン”先生，お疲れ様でした！」．
‌ 〔地理学教室・前杢　英明〕
